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事業再評価 大阪府道高速大和川線
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1． 事業概要
・大和川線の位置付け
・事業概要

2． 事業の進捗状況等
・進捗・今後の予定
・前回評価からの変化等
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3．事業の必要性
・整備効果・事業の投資効果（Ｂ／Ｃ）
・関係する地方公共団体等の意見

４．対応方針（原案）
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大和川線の位置付け
・大阪都市再生環状道路の一部を構成する路線である。
・都市部に流入する通過交通を排除し、慢性的に渋滞する都心環状機能の回復を図る。

大阪府道高速大和川線 １．事業概要
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臨海部と
内陸部との
連携強化

環状線等の都心部に
集中する交通を分散



大阪府道高速大和川線 １．事業概要

事業概要
ちっこう やわたまち みやけなか

事業区間：堺市堺区築港八幡町 ～ 松原市三宅中
延 長：9.7km（4車線）
事 業 費 ：4,３９３億円 （うち、大阪府・堺市の街路事業1,620億円）
構 造：地下、堀割等

標準断面図
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築港八幡町

三宅中

西行き東行き



大阪府道高速大和川線

L=1.6km L=2.7km

合併施行区間L=4.3km

大阪府道高速大和川線 １．事業概要
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有料道路事業 堺市
施行

大阪府施行



大和川線の経緯

大阪府道高速大和川線 １．事業概要

年月日 三宝JCT～三宅西 三宅西～三宅JCT

H7.9.13 都市計画決定

H8.2.19 路線認定

H8.7.19 自動車専用道路の指定

H11.3.31 基本計画の指示

H11.10.7 工事実施計画書の認可（当初）
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H11.10.14 工事開始

H12.2.7 都市計画事業認可の承認（当初）

H14.6～H15.12 道路関係四公団民営化推進委員会による審議

H17.10.1 民営化

H18.3.31 事業許可・協定締結 ・合併施行導入

H21.11.27 事業評価監視委員会にて審議

H25.3末まで 完成予定

H27.3末まで 完成予定



大阪府道高速大和川線 ２．事業の進捗状況等

事業の進捗状況
○ 全線未供用（9.7km）
・松原市三宅西～松原市三宅中（0.6km） ：平成24年度完成予定
・堺市堺区築港八幡町～松原市三宅西（9.1km）：平成26年度完成予定
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大阪府道高速大和川線 ２．事業の進捗状況等

事業の進捗状況
・進捗率は43％ （H21年度末見込み） 、用地取得率は86％（H21.9末時点）
・用地取得、開削トンネル・シールドトンネル工事を実施中。

三宅JCT

三宝JCT

国道26号

大
和
川
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今後の事業の見通し
・今年度、三宝地区の高架工事等を発注し、全工区発注完了予定
⇒ 平成26年度完成予定
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三宝JCT 三宅JCT

国道26号

大
和
川



大和川線を取り巻く社会的状況の変化
・当初、環状線の外側に大阪泉北線等と共に、第二環状道路構想の一部を構成。

・平成14年に大阪都市再生環状道路が都市再生プロジェクトとして採択。

→ 第二環状道路から大阪都市再生環状道路へ

・平成17年に都市計画変更（大阪泉北線および大和川第二JCTの廃止）。

・その際、大阪泉北線が廃止されたこと

による集散機能の低下、使用するOD

大阪府道高速大和川線 ２．事業の進捗状況等

大阪都市再生第二環状道路

による集散機能の低下、使用するOD

表の総量が大きく減少すること等によ

り、計画交通量が減少。

・平成14年頃からの道路関係4公団民営

化の議論において、民営化後45年以内

に建設費等の償還を完了すべく、事業

採算性確保の観点から、従来にも増し

て踏み込んだコスト削減が必要。
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大和川第二JCT

大阪都市再生
環状道路

第二環状道路

環
状
線

→廃止



大阪府道高速大和川線 ２．事業の進捗状況等

費用削減の要因
【主な要因】
１．会社の工夫によるコスト縮減の取り組み

●建設汚泥の再生活用による縮減

・シールド工事により発生する建設汚泥について、当初は最終処分場での処分を考
えていたが、個別指定制度を活用し、建設汚泥のリサイクルとして、大阪市が行う
土地造成事業において再生活用することにより、コストを縮減。

２．社会的状況等の変化による費用減

●三宝ＪＣＴ部の線形変更
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●三宝ＪＣＴ部の線形変更

・今回、当面整備される道路ネットワークを前提に予想交通量を見直した結果、２
車線の本線規格から１車線のランプ規格へ変更することが可能となり、コストを縮
減。

●換気所の廃止

・交通動向の見直し、自動車排ガス規制による１台あたりの排出量の低下により、
総煤煙量が当初計画時より減少したため換気計画の見直しを行い、三宝換気所と常
磐換気所を廃止することにより、コストを縮減。

●換気方式の見直し

・トンネル内での排出ガス濃度管理技術の向上により、当初計画の横流換気方式か
ら、縦流換気方式に変更することにより、コストを縮減。



■渋滞状況図（H20年度平日平均）

大阪府道高速大和川線 ３．事業の必要性

都心部を迂回するルートの形成
・都心部の環状線や大阪港線では日常的に渋滞が発生している。大和川線の利用に

より渋滞区間を避けたルート選択が可能となる。

大阪湾岸
神戸方面
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大阪南東部
阪和道・西名阪
南阪奈方面

従来は渋滞多発

区間を通過

大和川線により

渋滞にあわずに

通過可能に



大阪府道高速大和川線 ３．事業の必要性

並行する一般道路の混雑緩和
・並行する大堀堺線や堺大和高田線では、センサス旅行速度が低い区間があり

混雑している状況。

・これら並行する一般道路の交通が大和川線に転換し、混雑緩和が図られる。

大堀堺線
大堀堺線

並行する一般道路

から大和川線に

交通が転換

H17センサス平日旅行速度
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大堀堺線
17.9km/h

22.6km/h

大堀堺線
9.3km/h

堺大和高田線
23.1km/h 堺大和高田線

28.1km/h

堺大和高田線
18.2km/h

20km/h未満
20km/h～25km/h
25km/h以上



大阪府道高速大和川線 ３．事業の必要性

拠点間のアクセス向上
・神戸方面と大阪南部・奈良方面との連携を強化。

・開発が進む堺浜や、大阪南港からの広域幹線道路網へのアクセスが向上。

・関西空港から沿線地域へのアクセスが向上。

南港コンテナターミナル

大阪南港⇔松原JCT
間の所要時間
5分短縮（20％減）

25分（大阪港線・松原線経由）

天保山JCT

（湾岸線神戸方面）

天保山JCT
⇔松原JCT間の所要時間

5分短縮（22％減）

23分（大阪港線・松原線経由）
⇒18分（湾岸線・大和川線経由）
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松原JCT

関西空港

関西空港⇔
大阪市立大学
間の所要時間

16分短縮（27％減）

59分（湾岸線・一般道経由）
⇒43分（湾岸線・大和川線経由）

堺浜⇔松原JCT間の所要時間
16～22分短縮（57～65％減）

28分（大阪港線・松原線経由）
34分（一般道（大堀堺線）経由）
⇒12分（大和川線経由）

堺浜

※高速道路は規制速度又は設計速度、
一般道路は道路交通センサス旅行
速度を用いて算定

大阪南港

大阪市立大学

（シャープ新工場等）

（西名阪道奈良方面）

⇒20分（大和川線経由）
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大阪府における
CO2排出量

7.5万ｔ-CO2削減
（森林面積甲子園球場

大阪府道高速大和川線 ３．事業の必要性

渋滞緩和・環境改善
・大和川線整備による走行性向上により、二酸化炭素等の排出量が減少し、

環境改善に寄与。

・阪神高速道路の並行区間における渋滞損失時間は未整備時に比べて68％減少。

（森林面積甲子園球場
約1,800個分に相当）
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並行路線※における
渋滞損失時間

68％削減
885⇒286

（万人・時間／年）

※1号環状線、14号松原線、16号大阪港線
13号東大阪線、15号堺線

※H42時点の整備有・無の場合の近畿全体の交通量推計結果による



大阪府道高速大和川線 ３．事業の必要性

周辺開発の状況
・堺臨海部においてシャープ新工場や商業施設等の整備が進んでいる。

・大阪市臨海部の大阪南港には、物流施設や集客施設が集積。

・周辺には大規模な国際競技が開催される長居スタジアムが立地。

シャープ新工場インテックス大阪ATC

WTC
南港コンテナターミナル
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 物流施設 
工業団地 

集客施設 

昭和 63年頃まで 

オープンの 
時期 

平成 10年頃まで 

平成 21年まで 

今後 

都市再生 
プロジェクト 

堺浜シーサイドステージ

大阪南港トラックターミナル

シャープ新工場

長居スタジアム

イオンモール堺
北花田プラウ

堺浜シーサイドステージ

サッカー・ナショナル
トレーニングセンター
（平成22 年完成予定）

堺臨海地域

堺東駅西地域

H14：ワールドカ
ップ日韓大会

H19：世界陸上

大阪中央卸売市場南港市場

堺駅西口地区市街地再開発事業

大泉緑地

堺浜中小企業クラスター



事業の投資効果
・費用便益比（B／C）は２．１（残事業３．７）と、便益が費用を上回っている。

大阪府道高速大和川線 ３．事業の必要性

事業全体 残事業

便益 走行時間短縮便益（億円） 8,405 8,405

（B） 走行経費減少便益（億円） 626 626

交通事故減少便益（億円） 86 86

計（億円） 9,117 9,117
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費用 事業費（億円） 4,127 2,120

（C） 維持管理費（億円） 312 312

計（億円） 4,439 2,432

費用便益比（B／C） 2.1 3.7

交通量（±10％） 1.8～2.3 3.4～4.1

感度分析 事業費（±10％） 2.0～2.2 3.4～4.1

事業期間（±1年） 2.0～2.1 3.7～3.8

※費用及び便益額については平成21年度の価値に換算



関係する地方公共団体等の意見

○元気で活力ある関西を実現するための基盤づくり
新名神高速道路（全線早期整備）、大阪都市再生環状道路（大和川線等）
等の整備推進を図られたい。
【平成２２年度国の予算ならびに施策に関する提案・要望書 大阪府 H21.6】

○阪神高速道路大和川線事業の円滑な事業推進および
大和川スーパー堤防と市街地の一体的整備の推進について

大阪府道高速大和川線 ３．事業の必要性
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大和川スーパー堤防と市街地の一体的整備の推進について

阪神高速道路大和川線は、道路公団民営化における事業区分の見直し、
並びに本市の政令指定都市移行を経て、現在、一部区間を本市が事業主
体として整備推進を図っており、今年度以降、工事が本格化する予定と
なっております。
つきましては、円滑な事業推進が図れるよう、通常の街路事業とは別枠で
必要な財源の確保を要望するとともに、引き続き地方負担の軽減について
特段のご配慮をいただけるようあわせて要望いたします。

【平成２２年度国の施策・予算に関する提案・要望書 堺市 H21.7】



これまでの報告をまとめると、
・都市再生環状道路としての位置付けを持つ重要な路線であり、
早期完成の要望を受けている
・現時点で事業は順調に進捗している
・事業の投資効果は、今後の交通需要減少や事業費の変動を考慮
しても費用対効果が十分期待できる

阪神高速道路㈱の対応方針（原案）

大阪府道高速大和川線 ４．対応方針（案）

事 業 継 続
大阪府道高速大和川線の

早期完成に向けて事業を鋭意進めていく
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事業再評価 京都市道高速道路2号線(油小路線)
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1．事業概要
・京都線（油小路線）の位置付け
・事業概要

2．事業の進捗状況等
・進捗・今後の予定
・前回評価からの変化等
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3．事業の必要性
・整備効果・事業の投資効果（Ｂ／Ｃ）
・関係する地方公共団体等の意見

４．対応方針（原案）



油小路線の位置付け
・第二京阪道路と直結し、京阪神圏の広域ネットワークを形成することにより、圏域
の連携の強化と地域の活性化を図る。
・京都市南部地域と都心部のアクセスを強化する。

京都市南部地域と
都心部とのアクセス

を強化

京都市道高速道路2号線(油小路線) １．事業概要
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第二京阪道路と
直結



事業概要
ふ し み く ふかくさ むかいじま

事業区間：京都市伏見区深草 ～ 京都市伏見区向島
延 長：7.4km（4車線）、うち1.9kmは暫定2車線
事 業 費 ：1,105億円（うち、京都市の街路事業436億円）
構 造：高架等

京都市道高速道路2号線(油小路線) １．事業概要

標準
断面図

●油小路通区間(本線)

●斜久世橋区間
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 上り 

下り 

将来施工 

今回施工 



京都市道高速道路２号線（油小路線）

京都市道高速道路2号線(油小路線) １．事業概要
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有料道路事業
京都市施行

合併施行区間L=1.4km



京都線の経緯

京都市道高速道路2号線(油小路線) １．事業概要

年月日 鴨川～上鳥羽 上鳥羽～第二京阪

H5.3.16 都市計画決定（当初）

H11.6.24 路線認定・自動車専用道路の指定

H11.10.8 基本計画の指示

H11.12.24 工事実施計画書の認可（当初）

H12.1.24 工事開始
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H12.1.24 工事開始

H12.9.21 都市計画事業認可の承認（当初）

H14.6～H15.12 道路関係四公団民営化推進委員会による審議

H17.10.1 民営化

H18.3.31 事業許可・協定締結 ・合併施行導入 事業許可・協定締結

H20.1.19 供用

H21.11.27 事業評価監視委員会にて審議

H23.3末まで 完成予定



事業の進捗状況
○ 平成20年1月に、上鳥羽～第二京阪接続部間(延長5.5km)を供用。
（平成20年6月に、接続する新十条通(延長2.7km)が供用）
○ 残事業区間1.9km：平成22年度完成予定（暫定2車線）

京都市道高速道路2号線(油小路線) ２．事業の進捗状況等
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京都市道高速道路2号線(油小路線) ２．事業の進捗状況等

工事中区間の状況

事業の進捗状況
・進捗率は89％ （H21年度末見込み） 、用地取得率は96％（H21.9末時点）
・高架橋の下部工、上部工を実施中。

油
小
路
通

鴨川西ランプ

鴨川東ランプ
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今後の事業の見通し
・高架橋の工事は全て発注済み ⇒ 平成22年度完成予定

鴨
川

鴨
川

上鳥羽ランプ



京都市道高速道路2号線(油小路線) ２．事業の進捗状況等

油小路線を取り巻く社会的状況の変化
・当初、京都高速道路の十字型ネットワークを構成する5路線の一つとして計

画、着工。

・その後、当面、新十条通との逆L字型ネットワークとして整備する方針とな

る。

→3路線（堀川線、西大路線、久世橋線）においては、事業化を当面行わ

ない。

・その際、逆L字型ネットワークにおい

て計画交通量の見直し行ったところ、

京都高速道路ネットワーク
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て計画交通量の見直し行ったところ、

斜久世橋区間において暫定2車線整備

で対応可能となる。

・平成14年頃からの道路関係4公団民営

化の議論のなか、民営化後45年以内に

建設費等の償還を完了すべく、事業採

算性確保の観点から、従来にも増して

踏み込んだコスト削減が必要。

新十条通

久世橋線

西
大
路
線

堀
川
線

油
小
路
線

斜久世橋区間



京都市道高速道路2号線(油小路線) ２．事業の進捗状況等

費用削減の要因
【主な要因】

１．会社の工夫によるコスト縮減の取り組み

●橋脚柱部において鋼製橋脚とＲＣ橋脚を合成構造として接合する方式を採用する
ことにより、鋼製橋脚アンカーフレームを省略することでコストを縮減。

２．社会的状況等の変化による費用減

●斜久世橋区間について、京都高速道路の全線整備まで2車線暫定整備とすることに
より費用減となった。
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従来構造 複合構造 （複合部詳細）



京阪間の連絡・拠点間のアクセス向上
・第二京阪道路と接続し、京阪間の連携強化に寄与。

・京都駅や市内観光地・救急医療施設等への京都南部からのアクセスが向上。

京都市道高速道路2号線(油小路線) ３．事業の必要性

山科区役所⇔八幡市役所
間の所要時間

15 20

京都駅

京都駅⇔八幡市役所
間の所要時間

12分短縮（28％減）

43分（第二京阪・油小路通経由）
⇒31分（第二京阪・油小路線経由）

※3次救急医療施設
（京都府下では京都市内のみ）

京都第一
赤十字病院

京都駅

山科区役所

久御山JCT

※高速道路は規制速度又は設計速度、一般道路は道路交通センサス旅行速度を用いて算定

平成21年度阪神高速道路株式会社事業評価監視委員会 31

15～20分短縮（32～38％減）

47分（新十条通・油小路通・第二京阪経由）

52分（外環状線・第二京阪経由）
⇒32分（新十条通・油小路線・第二京阪経由）

八幡市役所→
京都第一赤十字病院
間の所要時間

14分短縮（32％減）

44分（第二京阪・油小路通経由）
⇒30分（第二京阪・油小路線経由）

（大阪方面）八幡市役所

門真JCT

京都駅⇔門真JCT
間の所要時間

（第二京阪全線供用時）

12分短縮（26％減）

46分（第二京阪・油小路通経由）
⇒34分（第二京阪・油小路線経由）



渋滞緩和・環境改善
・油小路線整備による走行性向上により、二酸化炭素等の排出量が減少し、

環境改善に寄与。

・並行区間における渋滞損失時間は未整備時に比べて14％減少。

京都市における
CO2排出量

0.7万ｔ-CO2削減
（森林面積甲子園球場

京都市道高速道路2号線(油小路線) ３．事業の必要性
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並行路線※における
渋滞損失時間

14％削減
975⇒839

（万人・時間／年）

※国道1号、国道24号、
国道171号、油小路通

（森林面積甲子園球場
約170個分に相当）

※H42時点の整備有・無の場合の近畿全体の交通量推計結果による



整備効果 ‒ 部分供用の効果

京都市道高速道路2号線(油小路線) ３．事業の必要性

部分供用の効果
・油小路線の部分供用により、国道1号の交通量が3千～4千台減少。
・国道1号の著しい渋滞が緩和あるいは解消。

750
713

200

400

600

800

1000
37百台減

名神北断面

久世橋通

国
道
１
号

850m

530m
に緩和

270m

解消

①

②
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【資料】
■渋滞長・交通量
供用前：H19.12.4
供用後：H20. 3.4
※5時～翌日5時

国
道
１
号

0

200

供用前 供用後
(百台／日)

540 509

0

200

400

600

800

1000

供用前 供用後
(百台／日)

31百台減

外環状線北断面

新城南宮道

国
道
１
号

解消

外環状線

国
道
１
号

370m

解消

600m

解消

宇治川

③



斜久世橋区間の整備による効果
・油小路線と新十条通との接続により、京都南部と山科方面との接続など、

道路ネットワークの強化による所期の整備目的・効果を達成。

・乗継交通の解消による約6分の所要時間短縮と一般道路の交通の円滑化。

京都市道高速道路2号線(油小路線) ３．事業の必要性
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油小路線（巨椋池方面）

新
十
条
通
（
山
科
方
面
）※油小路線⇔新十条通の乗り継ぎ交通量

約260台/日（H20.6～H21.9の平均）
※現況の乗り継ぎ所要時間約８分（H21.5.19(火)の実走結果）
整備後の所要時間約２分（1.9kmを60km/hで走行した場合）



整備効果 ‒ 部分供用の効果

京都市道高速道路2号線(油小路線) ３．事業の必要性

斜久世橋区間の整備による効果
・油小路線と新十条通との接続により、京都南部と山科方面との接続など、

道路ネットワークの強化が図られる。

・JRを渡る断面の交通量が分散し、混雑緩和が図られる。

国道1号（堀川通）
の交通量が
24百台/日減少

斜久世橋区間供用の
有無による交通量の変化

国道24号（河原町通）
の交通量が29百台/日増加
※H21.9.24に4車化供用
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国
道
１
号

新十条通
JRを渡る断面の
交通が分散し
混雑を緩和

山科方面と京都南部や広域ネット
ワーク（第二京阪道路や京滋
バイパスなど）との連携強化

油小路線⇔新十条通を
連続して走行する交通量は
約6千台/日に増加



 
京都リサーチパーク 

京都駅ビル 

京都駅南大型複合商業施設（H22以降） 京都駅南地域 

ヨドバシカメラ（H22開業予定） 

らくなん進都 

 物流施設 
工業団地 

集客施設 オープンの 
時期 

平成 10年頃まで 

平成 15年頃まで 

平成 21年まで 

都市再生 
プロジェクト 

住宅開発 
 

周辺開発の状況
・沿線は都市再生緊急整備地域（京都南部油小路通沿道地域）となっている。

・京都駅付近や第二京阪沿線では大規模商業施設や物流拠点の整備が進展。

・本年度末に第二京阪道路が門真JCTまで全線供用予定。

京都市道高速道路2号線(油小路線) ３．事業の必要性

油小路通

久御山 JCT 

向島ニュータウン 

久御山ショッピングセンター 

都市再生緊急整備地域 
（京都南部油小路通沿道地域） 

日本通運南京都物流センター 

らくなん進都 
（高度集積地区） 
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油小路通
高度集積地区

久御山ショッピングセンター

第二京阪道路がH22.3に

全線供用予定（～門真JCT）

第二京阪道路（久御山JCT）



事業の投資効果
・費用便益比（B／C）は３．４（残事業６．８）と、便益が費用を上回っている。

事業全体 残事業

便益 走行時間短縮便益（億円） 3,668 747

（B） 走行経費減少便益（億円） 477 114

交通事故減少便益（億円） 154 29

計（億円） 4,299 890

京都市道高速道路2号線(油小路線) ３．事業の必要性
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費用 事業費（億円） 1,167 111

（C） 維持管理費（億円） 106 19

計（億円） 1,273 130

費用便益比（B／C） 3.4 6.8

交通量（±10％） 3.1～3.7 6.2～7.5

感度分析 事業費（±10％） 3.3～3.4 6.3～7.5

事業期間（＋1年） 3.4 6.7

※費用及び便益額については平成21年度の価値に換算



関係する地方公共団体等の意見

京都市道高速道路2号線(油小路線) ３．事業の必要性

○京都高速道路網及び京都第二外環状道路の整備促進について
京阪神地域の一体的かつ均衡のとれた都市機能の整備を進めるとともに、
京都市南部地域の新たな発展を図るため、京都高速道路網の整備促進を
要望します。
要望事項
１ 京都高速道路網の整備促進
（１）京都高速道路油小路線の整備促進

平成21年度阪神高速道路株式会社事業評価監視委員会 38

（１）京都高速道路油小路線の整備促進
（２）京都市の街路事業として施工する京都高速道路久世橋線
（油小路線工区）の整備に必要な国庫補助所要額の確保

【平成２２年度国家予算要望 京都市 H21.6】

○京都高速道路の早期整備
京都市内の渋滞を緩和し、都市活動の活性化に寄与する京都高速道路に
ついて、早期に整備されるよう要望します。特に、油小路線の斜久世橋区間
の早期完成に向け、事業を促進されるよう、特段の御配慮を要望します。
【平成２２年度政府予算に関する要望書 京都府 H21.6】



これまでの報告をまとめると、
・高規格幹線道路網と京都市内を直結し、京阪神圏の広域ネット
ワークを形成する路線であり、早期完成の要望を受けている
・現時点では事業は順調に進捗している
・事業の投資効果は、今後の交通需要減少や事業費の変動を考慮
しても費用対効果が十分期待できる

京都市道高速道路2号線(油小路線) ４．対応方針（案）

阪神高速道路㈱の対応方針（原案）

事 業 継 続
京都市道高速道路2号線(油小路線)の
早期完成に向けて事業を鋭意進めていく
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